
図１－２－１４　希望する進学段階（時系列）�
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注１）第２回「四年制大学まで」６９．７％、「大学院まで」７．２％、第３回「四年制大学まで」６９．９％、�
　　　「大学院まで」８．５％。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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最後に、高校生の進学意識について、�希
望する学校段階、�希望する大学のタイプ、
�希望する入試の方法をみておく。
まず、高校生は、どの学校段階まで進学す

る希望を持っているだろうか（図１－２－１４）。

第３回調査の対象とした高校生は、８割弱

（７８．４％）が「四年制大学まで」「大学院まで」

の進学を希望している。内訳は、「四年制大

学まで」６９．９％、「大学院まで」８．５％である。

これに「専門学校・各種学校まで」１０．５％、

「短期大学まで」２．８％、「高校まで」３．９％と

続く。

時系列的に比較してみると、�四年制大学、
大学院の微減（第１回８１．５％→第２回７６．９％

→第３回７８．４％）、�短期大学の減少（７．９％
→５．９％→２．８％）、�これに代わって専門学
校・各種学校の増加（６．３％→９．４％→１０．５％）

がみられる。

１９９０年代の高校教育を全体としてみると、

高等教育定員の維持と１８歳人口の減少によっ

て、上級学校への進学率は増加に転じ、「進

学シフト」を経験したといってよい。第３回

調査でその傾向がみられないのは、調査対象

が普通科に限定され、しかもややランクの高

４．進路・進学意識

�希望する進学段階
７８．４％が「四年制大学まで」「大学院まで」を希望し、「専門学校・各種学校
まで」１０．５％、「短期大学まで」２．８％、「高校まで」３．９％となっている。時
系列的にみると、�四年制大学・大学院の微減、短期大学の減少、�専門
学校・各種学校の増加がみられる。

Ｑ あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。
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図１－２－１５　希望する進学段階（学校ランク別）�
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い高校に偏っているためである。

学校ランク別にみると（図１－２－１５）、

ランクの高い高校ほど、�四年制大学・大学
院への進学希望率が高く（ことに大学院）、

�短期大学および専門・各種学校進学希望率
が低く、�高校までとする者が少ない傾向が

ある。下位ランクの普通科高校は、約半数が

四年制大学進学希望、３割強が短期大学、専

門学校・各種学校進学希望、１割強が高校ま

で希望であり、進路多様校の様相を呈してい

る。
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図１－２－１６　希望する大学のタイプ�
�

注１）希望する進学段階が「四年制大学まで」および「大学院まで」と回答した者について設定。�
注２）サンプル数は２９８６人。�

（％）�

四年制大学あるいは大学院まで進学を希望

する生徒に、どんな大学へ進みたいと思って

いるのかを尋ねた。選択肢は、�「難関の国
公立大学」、�「それ以外の国公立大学」、�
「難関の私立大学」、�「それ以外の私立大学」、
�「その他」である。その結果が、図１－２
－１６である。

もっとも多かったのが、「それ以外の（難

関ではない）国公立大学」４９．９％であり、こ

れに「難関の国公立大学」２６．６％、「それ以

外の（難関ではない）私立大学」１０．８％、「難

関の私立大学」５．３％が次ぐ。

学校ランク別にみると（図１－２－１７）、

上位ランクの高校で「難関の国公立大学」へ

の進学を希望する者が多く、「難関の私立大

学」を希望するのは、中上位ランク校および

中下位ランク校に多い。全体に、国公立大学

進学希望が優勢だが、ことに上位ランク校と

中上位ランク校でその傾向が強い（上位ラン

ク校８７．９％、中上位ランク校７４．８％）。

�希望する大学のタイプ
希望する大学は、�「難関ではない国公立大学」４９．９％、「難関の国公立
大学」２６．６％、�「難関ではない私立大学」１０．８％、�「難関の私立大学」
５．３％の順に並ぶ。全体に、国公立大学進学希望が優勢だが、ことに上位ラ
ンク校と中上位ランク校でその傾向が強い。

Ｑ 「四年制大学まで」あるいは「大学院まで」と答えた方にうかが

います。あなたは、どんな大学へ進みたいと思っていますか。
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図１－２－１７　希望する大学のタイプ（学校ランク別）�
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注）（　）内はサンプル数。母数は、希望する進学段階が「四年制大学まで」「大学院まで」の２９８６人。�

図１－２－１８　希望する入試の方法（学校ランク別）　�
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四年制大学あるいは大学院へ進学を希望す

る者について、続けて、「推薦入試（AO入

試）」と「一般入試」のうち、どちらの方法

で進学したいかを尋ねた（図１－２－１８）。

全体としてみると、５８．２％が「できれば一

般入試で」、３９．１％が「できれば推薦入試（AO

入試）で」と回答している。一般入試を希望

する者が多数派であるが、推薦入試を希望す

る者も４割弱に達する。

推薦入試の希望率は、学校ランクの低い高

校ほど目立つ。「できれば推薦入試（AO入

試）で」の比率は、上位ランク校から順に、

２４．９％→３７．３％→５３．７％→７０．４％である。上

位ランク校でも４人に１人は推薦入試派だが、

下位ランク校ではそれが３人に２人に及んで

いる。

�希望する入試の方法
入試の方法は、５８．２％が「できれば一般入試で」、３９．１％が「できれば推薦
入試（AO入試）で」を希望している。推薦入試の希望率は、下位ランクの
高校ほど多い。

Ｑ 大学へ進学する方法には、大きく分けて「推薦入試（AO入試）」

と「一般入試」の２つの方法があります。あなたは、どちらの

方法で進学したいですか。
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